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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、米国大統領選後の円安の進行や株価の回復などにより、一

部に持ち直しの動きがみられたものの、中国や新興国経済の停滞などにより、景気はやや力強さを欠く状況で推移

いたしました。

このような経済情勢のもと、当社グループにおきましては、資源事業における減収により、売上高は808億７千

３百万円（前年同期比4.4％減）と前年同期なみにとどまり、経常利益は56億９千３百万円（前年同期比24.3％

減）と前年同期と比べ低下いたしました。

一方、親会社株主に帰属する四半期純利益は、繰延税金資産の回収可能性の見直しに伴い、法人税等調整額を計

上し、税金費用が減少しましたことから、57億４千４百万円（前年同期比13.1％増）と前年同期を上まわりまし

た。

　

　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

[資源事業]

（鉱石部門）

鉱石部門につきましては、主力生産品である石灰石の販売数量の減少等により、売上高は386億５百万円と前

年同期に比べ30億２千４百万円（7.3％）減少し、営業利益は51億１千８百万円と前年同期に比べ５億４千９百

万円（9.7％）減少いたしました。

　

（金属部門）

金属部門につきましては、電気銅の販売価格の下落等により、売上高は316億２千９百万円と前年同期に比べ

12億円（3.7％）減少し、円高の進行等により、営業利益は５億２千１百万円と前年同期に比べ８億２千３百万

円（61.2％）減少いたしました。

　

[機械・環境事業]

機械・環境事業につきましては、機械部門における販売が順調であったことに加え、環境部門の主力商品であ

る水処理剤の販売も堅調に推移しましたことから、売上高は71億７千８百万円と前年同期に比べ６億３千３百万

円（9.7％）増加し、営業利益は７億５百万円と前年同期に比べ２億２千６百万円（47.2％）増加いたしました。

　

[不動産事業]

不動産事業につきましては、既存の賃貸物件の稼働状況は概ね順調に推移しましたものの、販売用不動産の売

却がなかったことから、売上高は20億２千５百万円と前年同期に比べ９千６百万円（4.5％）減少し、営業利益

は11億５千３百万円と前年同期に比べ７千４百万円（6.1％）減少いたしました。

　

[再生可能エネルギー事業]

再生可能エネルギー事業につきましては、地熱部門及び太陽光発電部門ともに概ね順調に推移しましたことか

ら、売上高は14億３千４百万円と前年同期に比べ１百万円（0.1％）増加し、減価償却費の減少等により、営業

利益は３億９千万円と前年同期に比べ９千４百万円（32.0％）増加いたしました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産の部

当第３四半期連結会計期間末における資産の部の合計は、前連結会計年度末に比べ16億８千３百万円（1.0％）増

加し、1,640億６千３百万円となりました。

　流動資産につきましては、仕掛品の減少等により、前連結会計年度末に比べ46億９千７百万円（6.4％）減少し、

690億７千７百万円となりました。

　固定資産につきましては、保有株式の時価上昇に伴う投資有価証券の増加等により、前連結会計年度末に比べ63

億８千万円（7.2％）増加し、949億８千５百万円となりました。

② 負債の部

当第３四半期連結会計期間末における負債の部の合計は、前連結会計年度末に比べ62億４千７百万円（8.7％）減

少し、652億８千１百万円となりました。

　流動負債につきましては、支払手形及び買掛金並びに未払法人税等の減少等により、前連結会計年度末に比べ29

億６千万円（9.5％）減少し、280億７千４百万円となりました。

　固定負債につきましては、長期借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べ32億８千６百万円（8.1％）減少

し、372億６百万円となりました。

③ 純資産の部

当第３四半期連結会計期間末における純資産の部の合計は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比

べ79億３千万円（8.7％）増加し、987億８千１百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年７月29日に公表の平成29年３月期の連結業績予想を修正いたしました。詳細は、本日(平成29年２月３

日)公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

　

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する

実務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月

１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

(会計上の見積りの変更)

連結子会社であるアタカマ・コーザン鉱山特約会社が保有する有形固定資産及び無形固定資産は、採掘可能年数

に基づいて減価償却を行っておりますが、探鉱活動の結果、既採掘地域の周辺に賦存する鉱量が判明し、新たに可

採鉱量に算入したことから、主要な設備の耐用年数を延長し、第１四半期連結会計期間より将来にわたり変更して

おります。

これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の減価償却費及び資産除去債務における時の経過

による調整額が減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ418百万円増加しておりま

す。

（２）追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,648 24,998

受取手形及び売掛金 25,223 25,344

商品及び製品 4,659 3,191

仕掛品 7,975 3,787

原材料及び貯蔵品 2,041 3,614

その他 7,634 8,512

貸倒引当金 △408 △371

流動資産合計 73,774 69,077

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 24,214 23,446

一般用地 16,685 16,656

その他（純額） 16,342 16,613

有形固定資産合計 57,242 56,716

無形固定資産

のれん 379 265

その他 1,039 2,068

無形固定資産合計 1,418 2,334

投資その他の資産

投資有価証券 25,169 30,933

その他 5,171 5,404

貸倒引当金 △397 △393

投資損失引当金 ― △10

投資その他の資産合計 29,943 35,934

固定資産合計 88,605 94,985

資産合計 162,379 164,063

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,174 8,417

短期借入金 8,725 8,543

未払法人税等 1,254 148

引当金 978 326

その他 9,902 10,638

流動負債合計 31,035 28,074

固定負債

長期借入金 18,103 15,609

引当金 372 361

退職給付に係る負債 4,060 4,021

資産除去債務 4,371 4,328

その他 13,585 12,886

固定負債合計 40,493 37,206

負債合計 71,528 65,281
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,176 4,176

資本剰余金 6,149 5,248

利益剰余金 69,545 74,582

自己株式 △144 △149

株主資本合計 79,726 83,857

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,929 12,993

繰延ヘッジ損益 △51 7

為替換算調整勘定 927 36

退職給付に係る調整累計額 △2,060 △2,019

その他の包括利益累計額合計 7,745 11,017

非支配株主持分 3,378 3,906

純資産合計 90,850 98,781

負債純資産合計 162,379 164,063
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 84,560 80,873

売上原価 62,860 61,136

売上総利益 21,700 19,736

販売費及び一般管理費 14,290 13,948

営業利益 7,409 5,788

営業外収益

受取利息 28 33

受取配当金 744 523

持分法による投資利益 44 ―

為替差益 ― 107

その他 152 140

営業外収益合計 970 804

営業外費用

支払利息 263 228

持分法による投資損失 ― 19

為替差損 33 ―

休廃山管理費 208 225

出向者関係費 221 269

その他 127 157

営業外費用合計 854 899

経常利益 7,525 5,693

特別利益

固定資産売却益 77 161

投資有価証券売却益 44 4

その他 10 49

特別利益合計 131 216

特別損失

固定資産除売却損 152 161

減損損失 6 82

その他 23 20

特別損失合計 181 264

税金等調整前四半期純利益 7,474 5,645

法人税、住民税及び事業税 1,672 1,735

法人税等調整額 336 △2,249

法人税等合計 2,008 △513

四半期純利益 5,466 6,159

非支配株主に帰属する四半期純利益 387 414

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,079 5,744
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 5,466 6,159

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,921 4,064

繰延ヘッジ損益 343 69

為替換算調整勘定 △48 △1,155

退職給付に係る調整額 △97 41

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 △10

その他の包括利益合計 △1,725 3,009

四半期包括利益 3,740 9,168

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,364 9,016

非支配株主に係る四半期包括利益 375 152
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

鉱石 金属 機械・環境 不動産
再生可能
エネルギー

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高

　外部顧客への売上高 41,630 32,829 6,545 2,121 1,433 84,560 ― 84,560

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

783 ― 1,057 6 ― 1,848 △1,848 ―

計 42,414 32,829 7,603 2,128 1,433 86,408 △1,848 84,560

セグメント利益 5,667 1,345 479 1,228 295 9,015 △1,606 7,409

(注)１ セグメント利益の調整額△1,606百万円には、内部取引の相殺消去額６百万円、貸倒引当金の調整額△０百万

円、未実現損益の消去額102百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△1,715百万円が含まれており

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

鉱石 金属 機械・環境 不動産
再生可能
エネルギー

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高

　外部顧客への売上高 38,605 31,629 7,178 2,025 1,434 80,873 ― 80,873

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

1,430 ― 858 7 ― 2,296 △2,296 ―

計 40,036 31,629 8,037 2,033 1,434 83,170 △2,296 80,873

セグメント利益 5,118 521 705 1,153 390 7,888 △2,100 5,788

(注)１ セグメント利益の調整額△2,100百万円には、内部取引の相殺消去額17百万円、貸倒引当金の調整額△０百万

円、未実現損益の消去額29百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△2,146百万円が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

① サマリー情報（注記事項）に関する事項に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、

第１四半期連結会計期間より、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を

定率法から定額法に変更しております。

当該変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

② サマリー情報（注記事項）に関する事項に記載のとおり、連結子会社であるアタカマ・コーザン鉱山特約会社

は、探鉱活動の結果、既採掘地域の周辺に賦存する鉱量が判明し、新たに可採鉱量に算入したことから、有形固

定資産及び無形固定資産の耐用年数を見直し、第１四半期連結会計期間より将来にわたり変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「金属部門」のセグメント利益が418百万

円増加しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「鉱石部門」におきまして、当社山口採石所の営業損益が継続してマイナスとなりましたことから、機械装置及

び運搬具等の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては82百万円であります。
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（金額単位：百万円）

数量

単位 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高

資源事業

　 鉱石部門 石灰石 千t 19,817 20,970 24.8 18,884 19,837 24.5 △ 932 △ 1,133

砕石 千t 4,113 4,913 5.8 3,879 4,430 5.5 △ 234 △ 483

タンカル 千t 481 2,766 3.3 486 2,733 3.4 5 △ 33

燃料その他 12,978 15.3 11,603 14.3 △ 1,374

小計 41,630 49.2 38,605 47.7 △ 3,024

　 金属部門 電気銅 t 32,682 22,028 26.1 36,014 19,406 24.0 3,332 △ 2,621

銅精鉱 t 36,062 6,830 8.1 46,434 7,556 9.3 10,372 725

その他 3,969 4.7 4,665 5.8 695

小計 32,829 38.9 31,629 39.1 △ 1,200

計 74,459 88.1 70,234 86.8 △ 4,224

機械・環境事業 産業機械 2,829 3.3 3,381 4.2 552

環境商品 3,716 4.4 3,797 4.7 80

計 6,545 7.7 7,178 8.9 633

2,121 2.5 2,025 2.5 △ 96

再生可能エネルギー事業 千MWh 167 1,433 1.7 169 1,434 1.8 2 1

84,560 100.0 80,873 100.0 △ 3,686

海外売上高 （単位：百万円）

品目

石灰石

電気銅 台湾、インドネシア、タイほか

銅精鉱等 チリ

産業機械 中国、韓国ほか

環境商品 台湾

連　結　売　上　高　明　細　表

４．補足情報

当第３四半期連結累計期間 増減（△）

合計

不動産事業

前第３四半期連結累計期間
セグメント 主要品目

向先 前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

2,176 2,157台湾、香港、オーストラリアほか

2,875 2,706

6,369 4,654

213 441

2 7

合計 11,636 9,966
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